第１号様式（第３条関係）

沼津市男女共同参画推進事業所認定申請書
年　　月　　日　　
　　　（宛先）沼津市長
名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者の職及び氏名　　　　　　　　　　　
　　沼津市男女共同参画推進事業所認定制度実施要綱第３条の規定により、下記のとおり申請します。
記
　１　事業所概要
	所在地
	〒

	業　種
	１．建設業　　　　　　２．製造業　　　　　　３．電気・ガス業
４．情報通信業　　　　５．運輸業　　　　　　６．卸売・小売業
７．飲食店・宿泊業　　８．金融・保険業　　　９．不動産業
10．医療・福祉　　　　11．教育・学習支援業　12．サービス業
13．その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

	従業員数
	総従業員数　　　　　　　　　人（うち女性　　　　　人）
　正規従業員　　　　　　　　人（うち女性　　　　　人）
　派遣　　　　　　　　　　　人（うち女性　　　　　人）
　パート　　　　　　　　　　人（うち女性　　　　　人）

	担　当
	所属
	
	ＴＥＬ
	

	
	氏名
	
	ＦＡＸ
	

	E-mail
	

	ホームページ
	

	確約事項
	当事業所及びその構成員は、沼津市暴力団排除条例（平成24年沼津市条例第22号）第２条第１号に規定する暴力団に該当しないこと及び同条第２号に規定する暴力団員等に該当しないことを確約します。また、必要な場合には、このことについて沼津市が、静岡県警察本部に照会することを承諾します。
□　はい　　　□　いいえ


　２　審査項目票
　　　別紙のとおり
　３　添付書類
　　(１)　会社概要
　　(２)　就業規則
　　(３)　取組の内容について参考となる資料
　（別紙）
 eq \o\ad(審査項目票,　　　　　　　　　　　　　　　)審査項目票
　Ⅰ　性別にとらわれず、従業員の能力を生かす人事管理等の取組（該当する箇所に○を記入してください。）
	審　　　査　　　項　　　目
	実施している
	３年以内に
実施予定

	(１)　人事管理面での配慮
	
	

	募集・採用について、男女とも同じ条件にしている
	
	

	役員や面接担当者に対し、男女均等で公正な採用に関する研修を実施している
	
	

	採用決定に対して意見ができる者に、男女両方を登用している
	
	

	各業務に必要な知識やスキルを整理し、仕事の手順を明確化し、従業員に周知している
	
	

	性別ではなく、従業員それぞれの能力と適正に合った人事配置をしている
	
	

	昇任・昇格基準を明確化し、従業員に周知している
	
	

	人事考課等を行う者に対し、男女均等に公正な評価を行うための研修を実施している
	
	

	管理職への女性の登用を進めている
	
	

	女性の管理職の登用率がすでに30％以上である、又は30％以上にする数値目標とその期限を設定している
	
	

	(２)　キャリア・アップ等に関する支援
	
	

	キャリア・アップ、スキル・アップのための学習の機会がある
	
	

	資格取得等に要する費用の助成を行うなど、能力向上を目指す従業員に対する支援制度がある
	
	


	自己啓発のための休暇がある
	
	

	(３)　その他

	　上記以外に取り組んでいることや、３年以内に実施を予定している取組があれば具体的に記載してください。


　Ⅱ　仕事と家庭の両立支援の取組（該当する箇所に○を記入してください。）
	審　　　査　　　項　　　目
	実施している
	３年以内に
実施予定

	(１)　子育てに関する支援制度について
	
	

	育児休業制度を導入し、就業規則に定めている
	
	

	勤務時間の短縮等の措置
	①
	短時間勤務制度を導入し、就業規則に定めている
	
	

	
	②
	フレックスタイム制度を導入し、就業規則に定めている
	
	

	
	③
	始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ制度を導入し、就業規則に定めている
	
	

	
	④
	所定外労働をさせない制度を導入し、就業規則に定めている
	
	

	
	⑤
	事業所内託児施設を設置している
	
	

	子の看護休暇制度を導入し、就業規則に定めている
	
	

	(２)　介護に関する支援制度について
	
	

	介護休業制度を導入し、就業規則に定めている
	
	

	勤務時間の短縮等の措置
	①
	短縮時間勤務制度を導入し、就業規則に定めている
	
	

	
	②
	フレックスタイム制度を導入し、就業規則に定めている
	
	

	
	③
	始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ制度を導入し、就業規則に定めている
	
	

	
	④
	介護サービス費用の助成制度を導入し、就業規則に定めている
	
	

	介護休暇制度を導入し、就業規則に定めている
	
	

	(３)　制度を利用しやすい職場づくり
	
	

	育児・介護休業取得者の代替要員を確保する等の配慮をしている
	
	

	育児・介護休業取得者が、休業後、円滑に職場復帰できるよう配慮している
	
	

	(４)　その他
	
	

	　上記以外に取り組んでいることや、３年以内に実施を予定している取組があれば具体的に記載してください。


　Ⅲ　男女がともに働きやすい職場づくりの取組（該当する箇所に○を記入してください。）
	審　　　査　　　項　　　目
	実施している
	３年以内に
実施予定

	(１)　職場環境の改善
	
	

	「男は主要業務、女は補助的業務」等、性別による固定的な役割分担をしない
	
	

	男女の役割分担意識の解消に向け、従業員への意識啓発を行っている
	
	

	社内の状況把握のため、従業員の意見を聞く機会を設けている
	
	

	年次有給休暇の計画的な取得促進のための工夫を行っている
	
	

	男女雇用機会均等推進者、職業家庭両推進者及び短時間・有期雇用管理者を選任している
	
	

	(２)セクシュアル・ハラスメント、妊娠・出産・育児休業などに関するハラスメント、パワーハラスメントの防止

	セクシュアル・ハラスメント、妊娠・出産・育児休業などに関するハラスメント、パワーハラスメント防止に関する方針を明確化し、従業員に周知している
	
	

	セクシュアル・ハラスメント、妊娠・出産・育児休業などに関するハラスメント、パワーハラスメント防止に対して相談窓口を設置している
	
	

	セクシュアル・ハラスメント、妊娠・出産・育児休業などに関するハラスメント、パワーハラスメントが生じた場合の対応を就業規則に定め、従業員に周知している
	
	

	(３)　母性健康管理に関する措置
	
	

	妊娠中及び出産後の保健指導や健康検査を受けるために必要な時間を確保している
	
	

	医師から受けた指示を守れるよう適切な措置を講じている
	
	

	(４)　その他
	
	

	　上記以外に取り組んでいることや、３年以内に実施を予定している取組があれば具体的に記載してください。


